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あ
・
と
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が
・
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編集・発行／三原市秘書広報課（〒723-8601  広島県三原市港町三丁目５番１号 1 0848^76007） 毎月１日発行
「広報みはら」は市役所１階ロビーと各支所、サン・シープラザとうきしろロビーの窓口にも備えています。また、点字版や録音テープの「広報みはら」も発行しています。問い合わせは秘書広報課へ。

月
の
注
目
は
何
と
い
っ
て

も
、
４
年
に
一
度
開
か
れ

る
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
！
前
回
大
会
は
、
広
報
担
当
１

年
目
で
、
原
稿
が
な
か
な
か
書
け

な
い
…
写
真
は
上
手
に
撮
れ
な
い

…
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
よ
り
も
、

自
分
の
仕
事
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド

キ
の
日
々
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
あ
れ
か
ら
４
年
。
締
め
切
り

に
追
わ
れ
る
姿
に
、
変
化
は
な
い

が
、
取
材
先
で
「
見
た
よ
」「
期
待

し
と
る
で
」
と
い
う
声
を
も
ら
う

と
、
う
れ
し
さ
と
感
謝
の
気
持
ち

が
涌
い
て
く
る
。
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
市
民
に
元
気
を
与
え

ら
れ
る
広
報
を
作
り
た
い
！
▼
毎

年
の
こ
と
な
が
ら
、
梅
雨
の
時
期

に
な
り
ま
す
ね
。
何
事
も
準
備
は

大

切

で

す

よ
。
雨
対
策

の
準
備
も
お

忘
れ
な
く
！

（
ひ
ろ
ぞ
う
）

∞
∞

∞

お
お
ら
か
な
心
を
育
む
川

∞
∞

∞

沼田川⑮

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

24

資源保護のため「広報みはら」は再生紙および大豆インクを使用しています。

税
の
納
期

◎
市
県
民
税
普
通
徴
収
（
第
１
期
）

納
期
限

６
月
30
日
（
金
）

※
納
税
通
知
書
は
今
月
初
旬
に

発
送
し
ま
す
。

※
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

三原市の人口
（４月30日現在 ）

世帯数 43,122世帯（＋409）

人　口 105,305人 （－428）

男 50,463人 （－157）

女 54,842人 （－271）

（ ）内は前年同月との比較

今

春田 正彦さん
（小泉町）

｢外で遊んでいる子どもた
ちを見ると、昔と変わら
ないなぁと思います｣

平
成
18
年
度
特
定
計
量
器
（
は

か
り
）
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

商
店
、
工
場
、
小
口
貨
物
取
扱
、

学
校
、
病
院
、
薬
局
お
よ
び
野

菜
・
果
物
出
荷
な
ど
で
、
取
り
引

き
ま
た
は
証
明
に
は
か
り
を
使
用

す
る
人
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

は
か
り
の
定
期
検
査
は
、
１
年

お
き
に
行
い
ま
す
。

６
月
の
検
査

左
の
表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
先

商
工
振
興
課

（
1
０
８
４
８
^7
６
０
７
２
5

０
８
４
８
^4
４
１
０
３
）

「
川
藻
の
間
に
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
潜
ん
で
い
て
、

両
手
で
一
握
り
す
る
と
、
簡
単
に
つ
か
ま
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
水
が
と
て
も
澄
ん
で
い
て
、
フ

ナ
・
コ
イ
・
ハ
ヤ
・
ナ
マ
ズ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
魚

が
い
ま
し
た
よ
」
と
、
幼
い
頃
、
沼
田
川
で
遊
ん
だ

想
い
出
を
語
っ
て
く
れ
る
の
は
、
小
泉
町
に
住
む

春
田
正
彦
さ
ん
。

川
で
遊
ん
で
い
る
と
、
田
植
え
の
後
で
泥
だ
ら
け

に
な
っ
た
牛
や
馬
を
洗
っ
て
い
る
光
景
が
、
よ
く
見

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
農
家
に
は
、
必
ず
牛
が
い
て
、

貴
重
な
労
働
力
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。春

田
さ
ん
は
、
小
泉
町
か
ら
本
郷
町
へ
行
く
た
め

に
、
小
原
橋
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
２

枚
の
板
を
並
べ
た
程
度
の
板
橋
で
、
大
雨
が
降
っ
た

と
き
は
、
よ
く
流
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。「
い
つ
も
の

よ
う
に
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
橋
が
な
く
、
遠
回
り
し

て
学
校
に
遅
れ
た
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
」
と
笑

う
春
田
さ
ん
。
現
在
は
、
鉄
筋
で
幅
の
広
い
小
原
大

橋
を
、
多
く
の
車
や
歩
行
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
夏
の
夕
方
、
川
土
手
に
咲
く
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
は
、
想
い
出
に
残
る
自
然
の
風
景
で
す
」
と
春
田

さ
ん
は
い
い
ま
す
。
暗
が
り
の
中
で
咲
く
黄
色
い
花

が
、
神
秘
的
な
光
景
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
と
変
わ
ら
ず
流
れ
続
け
る
沼
田
川
を
彩
る
植

物
。
四
季
折
々
の
草
花
が
、
散
歩
す
る
人
の
目
を
な

ご
ま
せ
て
い
ま
す
。

▲自然の恵みを感じさせながら、流れ続ける
（新高山城跡から見た沼田川）

▲昭和35年頃、沼田川の周辺には民家が少なく、
田んぼや畑が広がっている

と　　　き と　こ　ろ

26日
（月）

11：00～12：00 三原農協幸崎支店

13：30～15：00 三原農協三原西支店

27日
（火）

11：00～12：00
三原農協鷺浦営農
生活センター

13：00～15：30 三原農協鷺浦出張所

28日
（水）

9：30～12：00 小佐木桟橋待合所


